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『相
愛
国
文
』
第
十
号
で
す
。
今
回
、
十
周
年
記
念
、
幾
許
か
の
感
　
　
　
　
橋
本
　
雅
之
　
　
本
学
国
文
学
科
助
教
授

慨
の
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あ
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で
す
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北
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本
学
国
文
学
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授

振り
返
り
ま
す
に
、
昭
和
三
年
、
「
相
愛
女
子
専
門
学
校
」
設
置
の
認
　
　
　
　
鳥
井
　
正
晴
　
　
本
学
国
文
学
科
教
授

可を
得
、
「
国
文
科
」
が
置
か
れ
、
受
け
て
、
昭
和
二
十
五
年
、
「
相
愛
　
　
　
　
柿
谷
　
雄
三
　
　
本
学
国
文
学
科
教
授

女
子
短
期
大学
」
設
置
の
認
可
を
得
、
「
国
文
科
」
が
置
か
れ
る
。
爾
来
、
　
　
　
　
山
本
　
和
明
　
　
本
学
国
文
学
科
助
教
授

な
ん
な
ん
五
十
年
に
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
「
国
文
学
科
」
は
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

「国
文
学
科
」
を
思
い
起
こ
す
時
、
特
に
、
今
小
路
覚
瑞
、
吉
田
孝

次郎
、
田
中
重
太
郎
、
中
野
恵
海
、
諸
先
生
の
名
は
忘
れ
る
訳
に
は
い

かな
い
。
古
典
に
あ
っ
て
は
、
『
枕
冊
子
全
注
釈
』
に
窺
え
る
、
田
中
重

太
郎
の

文

献学
・
訓
詰
注
釈
、
近
代
に
あ
っ
て
は
、
厳
正
に
し
て
、
か

つ文
学
（
作
品
）
の
中
心
を
捉
え
て
離
さ
な
い
、
吉
田
孝
次
郎
に
代
表

さ
れ
る
、
「
国
文
学
科
」
の
「
学
風
」
で
あ
り
、
「
伝
統
」
で
あ
り
ま
す
。

　大
き
く
時
代
が
動
き
、
国
文
学
界
に
あ
っ
て
も
、
研
究
方
法
の
根
本

的
に

変
容を
迫
ら
れ
て
い
る
今
日
、
伝
統
を
ど
の
様
に
継
承
し
、
変
容

に
ど
の
様
に
対
峙
し
て
い
く
の
か
、
『
相
愛
国
文
』
第
十
号
を
世
に
送
り

出
す
に
あ
た
り
、
票
と
し
た
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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